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物
®

®
貴
ぉ
外
國
貿
易
-
の̂
隨
係
：

物
價
®

の
現
像
が
或
特
轉
の
國.：：：

起
レ
た
‘る
時
'

即
ち一

國
の
觀
個
が
世
界
物
慣
平
準
線
.以
上
に
騰
貴

し
た
る
時
は
"
其
國
の
貿
為
f

が
撒
調S

.

勢
を
呈
す

ホ
‘は
纖
濟
學
の
敎ゆ
る
所
に
'じ
て
，>
,
其
物
慣
騰
貴
は
或

臉
殊
敏
に
於
け
る
現
衆
れ
る
を
要
す
る
は
？
如
何
に
も

傅
*
の
指
示
せ
ら
る
V
如
し
。
故
に
.我
國
近
來
の
物
價

騰
貴
が
贸
易
を
逆
調
に
導
く
こ
ざ
を
述
べ
ん
.仏

る

ぱ
t
r

先
づ
少
く
も
我
國
の
物
價
腾
貴
が
、
特
に
世3

^
物

偕
01

般
的
騰
貴
以
上
な
る
ど
、.

明̂
せW

♦
ベ
‘ね

ら
ざ
.
'る
-は
博
力
の
言
の
如
ズ
な
4
も
す
同
時
に
：博
士
が
？

我
物
惯
§

が
，
貿13|

じ
®

な

し

論

¥

る
に
ル

此
界
物
馈
0
,ブ
股
的
腾
览
♦
評
言
资
化
ぱ
少
ぐ
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も
我

外
M
易
關
係
國li：

於

ほ

る

ん

我

脱

引
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品

の

み

！
^
就
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も
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間，1

辟
度
のT"

舰
的
膨
貴
ぁ
リ
依
る
"
#實
を
，
 

®

げ
ざ
.
る
ベ
か
ら
すV

.

然
ケ
じ
嫩
i

は
單
に
耿
洲
交
戦

'ノ
國
の
：み
じ
就
て 
>

:

物
®
’の
著
し
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§

せ
る
事
賞
を
述
" 

ぺv-r;:

欺
て
今
日
の
物
®

®
貴

1

殿
の
现
象
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る
が
如
く
.じ
說
き
タ
從
ウ
て
我
國
の
物
價
騰
貴
は
敢
1
 

貴
易
を
逆
調
に
；導
ぐ
こ
'
-な̂
し
ビ
論
じ
去
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0 ‘
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等
.
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1

引
國
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な
さ
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る12：

於
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を
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.

一

尙
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兹
に
‘吾
人
の
注
意
を
脱
す
る
.能
は
ざ
る
は
.國
際
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j.

的
貴
物
に
は
國
ほ
に
於
け
る
僧
格V

別
.個
の
國
.際
的
液 

一
格
の
#
す
る
こ
：ぜ
是
な
れ
。；：是
れ
蓋
し
货
麟
に
國
內
惯

値
と
國
際
慣
値
のn

稱
ぁ
る
が
爲
め
.に
し
て
ゾ
國
隙
的 

\
貨
物
は
其
他
称
の
高
下
亦
國
際
的
價
格
に
基
き
て
.決
足 

ぜ
ざ
る
べ
？̂
ら
ゃ
◊
'
貴
物
の
國
際
的
僧
朴
は
其
國
货
浪 

の
國
際
的
慣
値®

ち
爲
替
相
'場
に
俠
つ
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定
め
ら
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をS
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替
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場
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け
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騰
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大
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得
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.五
六
.四)

.
雜錄資利宇ゆ合の憾糊

る
も
の
な
れ
ば
"
其
ヤ
傻
何
が
資
本
の
力
に
依
ゎ
て
發

生
せ
し
か
を
*正
確
に
知
る
こ
ご
能
は
ざ
る
な
ね
®
蓋
し

均
し
く
豐
千
圓
に
相
當
す
る
資
本
ご
雖
も
* a

-

企
業
に

投
せ
ふ
れ
た
る
，

VJ

き
の
結
果
ギK

3

企
業
に
用
ゐ
も
れ
れ

み>j

き
の
結
果
と
の
間
に
：は
企
業
の
性
質
"
，各
企
業
©
.

組
織
：上
に
於
け
る
其
K
本
の
地
位
並
に
各
經
營
者
の
技

俩
の
相
違
等
の
爲
め
一
太
懸
隔
を
生
す
る
こ
せ
な
し
ミ

せ
す
。
尤
も
®
に
數
年
間
經
營
せ
ら
る
、I

企
業
に
新
'

ね
じ 

一.
$
額
の
資
本
を
投
せ
-

せ
ぱ
、
其
增
資
額
上

生
す
な
所
得
の
率
を
算
定
す
る
こ
ど
比
較
的
容
易
な

る
も
.、
資
本
全
額
の
所
得
"
換
言
す
れ
ば
、
其
特
定
企

業
の
利
潤
中
に
於
て
資
本
の
力
に
依
-
て̂
生
じ
ね
.̂
も

の
な
.

CS

ご
看
做
す
可
き
分
量
は
之
を
.確
知
す
を
こ
i
能

は
ざ
る
な
リ
。
勿
論
ス
ミ
ス
、
ジ
ヵ
ー
ド
等
が
企
業

得
中
よ
-
-所
謂
普
通
め
利
並
に
赏

.銀
を
按
際
し
て
"

其
殘
額
を
以
て
地
代W

せ
し
が
加
<
>
,又
ク
ォ
ー
力
1

が
金
業
所
得
は
給T

に
地
主
、第1

r

に
資
本
主
に
"第
.

W
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ま
-

^

^

分

配
-

せ

ら

れ
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其

殘

额

が

勞

働

者

じ

分
®

,

:

‘

.第
§

-
*
5
0

せ

ら

、
も
り
な
り
と
し
て
ク
所
得residual claimant 

theory 

I
殘
額
要
求
說
に
依
.

o
.

で
賃
銀
の
高
低
を
論 

甘
ん
-.！

せ
し
が
如
く
、
；
ま

企

業

 

所
得
上
6
先

づ

所

謂

普

通

の

地

代

へ

賃

銀

"
並

に

企

業 

家

所

得

を

校

除

し

て

"

其

殘

額

を

以

で

資

本

の

力

じ

依 

.CS

て
生
じ
た
る
所
得
じ
看
傲
し
、
利
子
の
率
を
計
出
す 

る
こW

を
得
可
け
れ
ど
も
タ
斯
く
の
如
き
惟
ル
は
無
意 

義
不
撒
底
な
.る
の
み
な
ら
す
、-
循
遺
諭
に
陷
ゐ
る
の
虞

i

i

i

s

^

愤
格
と
の
刷
係J1

ニ1H

樂
會
雜f

t

鎮
九
愈
館
四
號
他
热
五
锁)

カ
ク

上
跳
の
如
く
旣
に
數
年
間
經
.營
せ
ら
る
、
企
業
に
對
す 

る
潘
資
額
の
所
得
を
推
，知
す
る
を
得
る
も
I

こ
は
壞
資 

後i

定

期

照

例

へ

ぱ

I

ヶ
年
の
期
間
を
經
た
る
後 

し
て
、
之
を
.事
前
に
即
も
潘
資
前
に
確
如
す
る
こ
ビ
能 

は
ざ
る
も
の
な
る
を
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら
や
。
久
原
®
 

業
會
社
が
曼
千
簿
圓
の
資
本
を
擁
す
る
企
業
に
對
し
て 

m

割
内
外
の
利
潤
を
收
め
た
る
は
週
去
の
事
實
に
レ
て 

此
囘
の
愤
資
後
架
し
て
域
何
の
，.利
暇
ど
收
む
可
き
か
、

I

i

ツ

額

'面

五

ホ
M
の
株
武
に
對
じ
て
最
低
七
十
®
の
グ
‘タ
ミ
 

ス
，.
ム

を

要

求

せ

し

は

果

し

正

當

の

.手
段
な
レ
.し
か
-ぱ

今
後
兩
三
年
間
に
於
け
る
同
會
社
の
成
績
如
何
に
依
ね 

て
却
め
て
之
を
制
定
す
る
，
こ

i
を
得
る
.も

の

な-csi 

す
。然

る
に
®
付
金
に
對
し
て
支
柳
は
る
、
賞
料
即
ち
資 

付
利
子
は
企
業
資
本
の
所
得
な
る
意
味
に
於
け
る
利
子 

の
如
く
思
想
上
に
.於
て
の
み
存
狂
す
る
か
"
或
は
事
後

於
て
の
み
算
定
し
得
る
も
の
に
非
す
レ
て
"
明
乙
ニ 

人
の
間
に
於
て
一
究
金
額
を
貸
借
す
る
條
に
明
確
に
契 

約
す
る
資
金
の
賃
料
に
し
て
、
從
つ
て
元
金
に
對
す
る 

賃
料
の
割
合
即
ち
所
謂
利
子
步
合
な
る
も
の
は】

特
定 

の
货
借
に
就
き
て
は
現
在
且
つ
現
實
の1

數
量
な
る
の 

み
な
ら
す
、
或
る
.

一

定
の
時
並
に
或
る
特
足
の
國
に
於 

け
る
'總
て
の
®
借
に
就
きv-̂

云

ふ

も

亦

同

.じ

ぐ

> 
從
つ 

て
統
針
の
宽
集
上
多
大
の
圓
難
は
ぁ
る
可
け
れ
ど
も
力 

其
‘平
均
率
を
求
む
る
こ
i
必
す
し
も
不
可
能
な
り
i
云 

ふ
能
は
ざ
る
も
の
な
.：：N
i
t。
，加
之
>
,
!
企
業
家
が
自

第

十

翁(：

丸ンハJfO 

0

錄
贷
你
利
^̂
级
仓
の
淋
劍

己
'の
經
營
せ
る1

事
業
に
資
本
ぢ
投
入
す
る

は
營
利

の 

目
的
を
遂
せ
ん
が
爲
み
に
じ
て
>
又
其
資
本
を
增
加
す 

る
i
わ
る
は
利
潤
を
辦
加
せ
ん
が
爲
め
な
る
が
ト
資
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の
貸
借
は
必
す
し
も
、
此
純
の
所
謂
生
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資
本
の
調
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の
み
を
的
ど
し
て
行
は
る
V

も

の

に
ぎ
す
し
て
、
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謂
不
生
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の
用
癒
に
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ウ
る
の
目
的
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以
て
實
行
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、ら
る
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こ
i
あ

り

。
其
の
散

も

藉

し

き一

例
を
舉
ぐ
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ぱ
國
家
が
戰
数
を
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逢
す
る
爲
め
に
公
債
を
凝
集
す
る 

こ
，

/J

是

れ

な

ク

す

。
其
他
個
人
が
愤
膝
を
俳
濟
す
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爲
め
V
'
或
は
斌
娘
葬
银
又
は
德
療
の
数
用
に
充
ウ
るHI： 

的
を
以
て
偕
財
す
る
こ
あ
り
。
さ
れ
ば
、
資
金
の
®
 

借
i
企
業
家
の
.投
資
は
共
通
の
點
を4

：!

む
i
同
時
に
a
 

に
性
質
を
異
に
せ
る
分
子
，̂
有
せ
り
。
即
ち
資
へg

の
®
 

借
中
に
於
て
所
謂
生
産
的
の
目
的
の
爲
め
行
は
る
、
も 

の
は
企
業
家
の
投
資
^
密̂
接
の
關
係
を
有
す
る
も
の
に
. 

し
て
、
.其
の
貸
付
利
子
は
從
ウ
て
企
業
利
潤
密
接
の 

關
係
を
有
す
る
.な
-
 ̂

0詳
言
す
れ
ば
、；
物
價
騰
A
又
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其
他
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依
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業
®
利
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塘

加

せ
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娘
十
# 

. 

(

：：̂
六̂
-
:ハ

)
.M 

,路

⑩付利すル谷の解糊

.

産
養 <1 

永®

付

利

子

步

合

も

亦

騰

貴

t
可
し
.。•，
さ

か

ど，
'
: 

所

謂

不

廣

的

資

金

ビ

企

業

投

資

を

の

陶

係

：は
生
.

®

金 

>と

後

者

-
^
の

關

係

の

如

密

接

な

ら

や

。
，
從

ク

^
>
不

生 

遊
的
資
金
貸
付
利
子
步
合
は
企
業
利
润
ご
旧
接
の
刷
係 

を
を
す
る
に
週
ぎ
ざ
る
も
の
な
.

CV

ど
す
◊換
言
す
れ
ぱ
、 

貴
金
の
貸
付
は
注
遊
的
並
に
不
生
產
的
の
資
金
を
供
給 

す
る
も
の
な
れ
ぱr

,

贷
付
利
子
步
合
も
亦
生
産
的
資
金 

の
露
用
並
に
不
生
廣
的
資
金
の
露
用
に
依
り
て
左
右
せ 

ら
る
、
も
の
な
る%

r

企
業
利
潤
率
得
加
せ
ば
生
産
的 

資
金
の
爾
用
膨
跟
す
可
き
に
お
貸
付
利
子
步
合
は 

す
&
其&

糊
を̂
'激
む
ジ
て
騰
責
す
る
に
至
レ
、
不
生
産 

的
資
金
®
付
利
子
步
金
も
從
ゥ
て
自
ら
上
騰
.す
可
g 

も

，

此
上
騰
は
云
ふ
迄
も
な
く
間
接
的
のi

影
敷
な
る 

を
記
億
す
る
こ
ビ
を
要
す
。

斯
く
の
如
く
企
業
資
本
の
所
得
な
る
意
義
に
於
け
る 

利
子 

>と贷
付
金
の
貧
料
し
て
の
利

ざ
ぱ
其
本
質
に 

於
て
？
'從
ク
で
な
步
命
に
於
て
異
な
れ
^
0
.
0
の
な
る
を 

以

て

、
此

兩

稱

の

高

低

を

足

；

S3

る
法
服
；̂
論
や
，
^

然
1

i

x

：

に
赏
か
.て
r 

»者

を

働

路E
別
レ！：>、

企

紫

所

得

の

例 

0
 ̂

'お
て
の
利
^
步̂
<
ロ
、.
並

に

盤

他

利

子

步

41.

ビ
を
別 

々
に
研
梵
す
可
き
も
の

な

-
^
ビ
す
"
然
る
に
シ
.t!

ア 

(seniar)

が
資
本
菩
積
者
の
禁
愁‘(abstinenoe)

を
標
举 

ビ
し
て
利
子
の
高
低
を
論
せ
し
以
來
無
數
の
經
濟
學
激 

は
利
子
の
性
質
並
に
其
高
低
を
研
究
せ
り
’；；

J

雖
も
*
槪 

ね
上
叙
の
愿
別
を
黯
&
し
て
兩
黎
を
同
' i

物
視
し
て
利 

子
歩<n

を
；̂
せ
し
結
果
ご
し
て
、
論U

s

独
々
に
し
て
明 

瞭
を
狭
ぐ
の
憾
な
き
能
は
ざ
る
な
り
。
是
れ
或
は
ア
ダ 

ム
0 V

ミ
ス
のT

®

國
論』

が
上
梓
せ
ら
れ
て
ょ
り
.
を
，
 

閱
す
る
ビI

世
紀
ギ
に
垂
ご
す
る
に
朱
だ
利
子
步
八
"
に 

關
す
る
學
説
の
！
究
せ
ざ
るr

照
®
な
ら
ん
か
。
利
子 

步
<
ロ
は
資
本
の
眼
界
覺
の
生
産
力
に
依

り

て

楚
ま
る
も 

の
な
り
’

/J

論
じ
た
る

ス

ォ
ン
チ
I

ネ
ン
' 
ク

ラ
I

ク
等 

の
生
産
力
説
は
戰
費
の
如
き
不
生
産
的
赞
金
の
贷
借
.

M
慮

ホ

る

激

滿

足

せ

し

む

る

に

足

ら

や

、
又
利
！.
^
步 

<ロ
.
ぱ̂
僧
値
時
差M

ち
瑰

f
e財
は
槪
し
て
將
來
財
ょ
ト
メ 

-ip ；高
-
-
^
;
,

ま

、
/ 

.

現
象

.

*職
：を
し
て
説

明

サ

I

I

I

ん

，/し
せ
し
.
.
.
.
*

ン
.:ダ

ケ
.た
.ク

フ

イ

シ

ヤ
.
1等.Q

舉

說

は

欲

す

*

朱
だ
企
業
め
1

に
重
き
を
股
く
利
子
問
週
®
究
者
を 

説

得

す

る

こ

’/し
を
得
ざ
る
な 

:

惟
ふ
に
、
上
述
の
如
ぐ
雨
稀
の
利
子
は
#
々
異
な
b 

れ
る
見
地
よ
リ
之
を
W
究
す
る
を
.要
す
る
も
の
な
る
ざ 

同
時
に
-
光
づ
貸
付
利
子
步
<ロ
を
論
壊
し
，然

る

後

企

業 

贷
本
の
所
得
論
及
す
可
き
な
ぐ
。
蓋
'し
自
己
資
本
ね 

るW

借
入
資
本
た
る
す
を
間
は
す
"
總
て
企
業
に
投
せ 

ら
る
.
資
本
の
所
得
は
M

#
利
子
步
<
ロ
に
多
大
の
影
響 

を
？̂
ぱ
す
も
の
な
れ
ば
，
此
見
地
よ
り
論
す
れ
ば
、
資 

本
の
所
得
な
る
意
義
に
於
け
る
利
子
は
®
付
利
子
よ
-=N 

，も
极
本
的
な
る
も
の
な
る
も•

資
借
は
企
業
資
金
の
調 

0
の
み
の
爲
め
に
行
は
る
、
も
の
に
非
ざ
る
を
以
て
"

,®
付
利
子
歩
合
を
先
づ
研
究
し
然
る
後
他
に
論
及
す
る 

は
至
當
の
順
序
な
る
可
し

。

.

是
れ
即
ち
吾
人
が
本
論
に
於
て
；̂
づ
®
付
利
子
の
研 

究
を
試
み
ん
？
欲
す
る
所
以
に
し
て
I

此
利
子
ご
企
業 

.
利
聰
'の
®
係
に
俯
す
る
財
弗
は
之
を
他
日
に
，讓
ら
ん
£

I
I

錢

付

利

子

.
の

要

素,

甲
が
乙
にr

定
金
額
を
貸
與
す
る
際
に
乙
がS

-

に
支 

挪

ふJ

と
を
約
す
る
；利
子
は
H
個
の
要
素
を<̂

2

む
をIs 

i
す
。
ニ 

)

は
純
利
子
"(

1
D

は
保
險
科
-(

三)

は
手 

數
料
な
り
ビ
す
。
純
利
子
と
'は
資
金
其
物
の
使
用
に
對 

し
て
支
挪
は
る)

赏
料
に
し
て
、
貸
付
者
ょ
り
之
を
觀 

れ
ぱ
"
，ニ
定
斯
間
自
己
所
有
の
資
金
を
ぱ
他
人
に
使
用 

せ
し
む
る
爲
め
に
得
る
報
酬
に
外
な
ら
す
。\

ン\

ク 

5 
ク
が
其
名
著 

Positive 

Th
e
o
r
r
e 

des 

Kapitales 

鶴 

S
S
Z
2

於

て

，射

免

せ

し

仏

即
ち
此
繩
利
子
な
ゎ
と
す
。
 

保
險
料
i
は
貸
主
，が
資
金
の
元
利
の
支
挑
に
就
き
て
不 

安
を
感
す
る
と
き

借
生
か

ン
徵
收
す
る

割
增
金
に
し 

從
つ
て
其

不
安
の
®
度
に
依
ウ
て
著
し
き

差
を
有 

す
る
も
の
な
b
。
®
付
利
子
步
合
が
此
保
險
料
の
有
無 

.'高

低

の

爲

め

著

し

き

等

差

を

生

す

る

こ

と

は

多

數

經

濟 

學
者
の
旣
に
指
摘
-
ね̂
る
所
な
る
が
"
殊
に
フ
ィ
シ
ヤ 

I

は
典
齋T

h
e

.
 Rat

e
v 6£ I

n
t
e
r
e
s
t

第
十
，

1

"章
に
於
で

,

十
m

•U

0 

◎
付
利
子
歩
余
の
解
別

絶S
：

微

1 

M

H



然
s
 

iハ
5 

m 

.
 

0

-

贷
付
利
子
ホ
t
解
剤
：

明
快
に
：之
.
說̂
明
せ
り
.。
：{ 註

)
：.

：

註
赞
水
得
三
氏
は
其.近
紫
f
i僻0

』
(
！ 

r
w九ホ
冗
直)

に
於
て
資-'

.

本
の
縛
利
满
ぱ(!)

企
幾
に
你
ふ
货
臉> (

ニ)

烦
思
、(

H)

資 

本
自
身
じ
對
す
る
報
酬
の
三
要
素
に
分
析
す
可
き
も
の
じ
し
て
、

0

一
 

保
險
料
‘盤
！S

S
料
* 

s
£
.
利
息
と
稱
す
可
し
と 

滴
じ
た
る
が
、
货
木
舉
士
の
保
臉
料
と
稱
す
る
も
の
ゴ
本
論
に
於 

て
保
險
料
と
附
す
る
も
の
と
は
全
く
興
れ
る,酣̂
憶
ヤ
る
を
！；パ 

す

,

最
後
に
手
數
料
i
は
資
主
が
®
付
の
手
數
に
對
レ
て 

要
求
す
る
も
の
な
り
。
貸

借

に

貸

手
借
手
共
に
多
少
' 

の
頼
®
な
る
手
纖
を
執
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
な
る

‘
 

が
、
借
手
は
資
金
の
融
通
を
希
望
せ
る
弱
點
を
有
す
る； 

を
め
て
®
手
に
對
し
て
}

f

{，數
料
を
要
求
す
る
こ
と
能
は
‘
一
 

ざ
る
も
、
貸
孕
は
独
々
に
し
て
®
付
行
爲
に
伴
ふ
手
数 

に
對
し
て
報
酬
を
徵
收
す
る
こ
i
あ
，

OV。

此
平
攻
料
ス
_ 

利
子
i
獨
立
に
要
求
す
る
場
合
i
利
子
に
添
加
し
て
徵 

收

す

る

場

あ

り

。
農H

銀
行
等
が
不
動
産
を
抵
當 

i
し
て
®
付
を
行
ふ
際
に
鑑
定
料
を
購
求
し
％ 

S或
は
银 

がp$t

償
®
债

を

受

け
ス
際
ね
所
謂
‘

rr

ミ
タ
ノ

ソニ
 1:2

1
.

然
明
號
‘

,1

五g.:

ン
を
要
ま
す
る
は
前
者
の
例
に
し
て
v

g
人
照
に
於
：
 

け
る
.少
額
又
は
短
勘
の
貸
付
金
に
對
す
る
：利
子
淡
，^3

が 

比
較
的
高
ぐ
定
め
ら
る
V
の
傾
向
あ
る
は
後
者
のj

例 

を

示

す

ふ

の

な

す

。〈

短
期
贊
付
利
子
步
合
が
柱
々

囘
收
す
る
こ
i
を
欲
せ
る
か
或
は
斯
問
の
瓶
き
が
爲
め 

貸
付
に
.伴
ふ
危
臉
が
著
し

歡
殺
せ
ら
る〜

が

故
な
り

ご
す
。

〕

此
贷
付
利
子
ル<

n

の

一

要
素
た
る
丰
數
料
に
關
し
て. 

は
鑑
濟
學
者
が
明
硫
な
る
說
明
を
試

み

た

る

こ
レ

あ
な 

を
開
か
す
"
フ
ィ
シ
ャ
I

氏
は
前
載
#
{

ニ
W

O

九
頁
} 

に
於
てんli

ひ pa-wn-brokcr. will need 
け。cha-r̂

ĉ s/hip*!!
.rate of interest

ツ pardy because li

ひ needs special
oicrKS and experts to., appraise 

けhe articles depo,
sited, 

and 
partly 

because, in manv 

cases, 

lie
aeeas to 

ibd a market in which to sell 

them 

w
h
s

 

O
Q
t

 

r
e
d
e
e
m
e
d
,

 

>

i
論
じ
れ
.る
が

-
貸
付
利
子
に
多
少
の
1
^數̂
料
を
4
:
1む 

こ >

し
は
®
商
の
徵
牧
す
る
利
子
に
就
き
て
の
み
存
す
る 

も
の
に
#
す
し
て
、
大
多
數
の
貸
付
に
仲
ふ
現
象
な
b

•
-
M
J
4

3
T
S
®

 

,

以
上
略
述(

詳
細
は
後
節
に
譲
る)

せ
る
が
如
く
、 

貸
付
利
子
は
純
利
子
、
保
臉
料
並
に
手
數
料
の
三
要
素 

を
む
も
め
な
れ
ば
、
激
し
®
り
に
金
く
何
等
資
借
上 

の
觉
險
並
に
丰
數
料
を
伸
は
ざ
る
®
借
な
る
も
の
あ
ゎ 

て
、
其
利
子
渉<

n

が
年
四
分
な
り
ビ
せ
ぱ
> 
多
少
：の
危 

險
を
伴
ふ
®
借
の
利
子
步
仓
は
六
分
又
は
七
分
に
定
ま 

る
可
く
*
又
更
に
多
少
の
竿
數
を
要
す
る
K
借
の
利
子 

步
合
は
八
分
、
九
分
"

1

割
等
に
上
る
可
し
。
さ
れ
と 

斯
く
.の
如
く
賃
料
が
保
臉
料
並
に
手
數
料
を
ル〕

む
は
.貸 

付
資
金
の
增
徵
に
非
す
し
て
、
總
て
の4

貝
料
共
遊
の
現 

象
な
-

CS

ご
す
。
例
へ
ば
、
地
代
即
ち
土
地
の
货
貸
料
は 

±
地
其
物
の
使
用
料
以
外
に
土
地g

與
に
附
随
す
る
危 

隙
、
例
へ
、ぱ
土
地
の
艦
用
、
地
代
潜
納
等
に
對
す
る
保 

臉
料
h
並
に
土
地
贷
與
に
俾
ふ
手
數
じ
對
す
る
報
酬
，を

お

や

卷(

五
六
九)

雜

綠

贷

化

利
子
染
合
の
雅
剖

4

り
む
•
こV

J

め
t

次
に

家
货
即
ち

家
崖
，の
傅
贷
料
も
家 

屋
の
純
使
用
料
以
外
.に
家
屋
の
濫
用
、
火
災
等
の
危
臉 

に
對
す
る
保
臉
料
並
，に

ホ

數

料

を

合

め

家
货
に
於 

け

る
得
臉P

並
に
手
數
料
が
地
代
に
於

け

る
ょ
り
も
高 

率
な
る
は
嚷
々
す
る
.

要
せ
ざ
る
所
な
る
が
、
此
兩
が 

增
金
が
最
も
高
率
な
る
は
云
ふ
迄
も
な
く
自
轉
ポ
、
衣 

服
等
の
動
産
の
賞
贷
料
な
な
ビ
す
。
蓋
し
此
稱
の
货 

の
賃
贤
は
不
動
産
の
货
興
に
傩
ふ
總
て
の
危
臉
以
外
に 

此
等
の
货g

が
賃
借
者
の
爲
め
に
構
®

せ
ら
る
、

の
危 

臉
6

るV
I

同
時
に
"
此
等
の
貴
物
が
普
通
數
日
間
又
は 

數

間

ご

.'云

ふ

か

如

き

.一

少

别

旧

を

限

*
^
て

貴

贷

せ
ら 

る

、

が

故

な
*
^
、

>■」

す
。
，

.

斯
く
の
如
く
保
臉
料S

に

數

.料

が

货

料

の

要

素

れ
 

る
こ
ざ
' 
は
總
て
の

資
借
典
通
の
現

象

な

る

に
も
拘
は 

ら
す
、
是
迄
利
子
の
研
梵
を
詠
み
し
學
ポ
が
货
付
刺
子 

步
合
を
解
剖
し
て
ニ
！要
素
ょ
り

成
立
せ
る
も
の
な
る
こ 

€
を
明
確
に
招
摘
せ
ざ
り
し
は
遣
域
i
せ
ざ
る
を
得
ざ 

る
所
な
タ
ご
す
。®
之
、保
臉
料
を
お
付
利
子
のj

要
素
'.
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干
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億
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m
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貨
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懷
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騰
貴
，す

を

從

ひ

：其®
用
贼

'
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、
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.利

手

.歩

.
会
.
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i
 辨 

' 

s
^
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箱
十
海
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七
.

00 

.雜-

.
錄

.

.
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筑
付
が
す
か
合
.の
；解
都
.

、
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.

. 

.

一. 

\ 

. 

- 

V
' 

•

50',

ル
ザ
输
.じおる學密雖も、此保險料のが 

資

金§::

雷

用

供

，給
並
に

利

子

#
.
合

に

對

し

て

如

何

な

る

.，
 

V
.影

響

，̂
與
ふ
る
も
.の
な
る
か'を
數
：宇

をf
f
lぬ
て
的
確 

說
雜
せ
し
者
あ
る
を
知
ら
す
。
，

'
ざ
れ
ぱ
-
吾
人
は
是
れ
ょ
-
進̂
ん
で
數
字
を
用
ゐ
t
 

先
づ
純
郝
子
決
定
の
法
則
を
明
か
に
し
> 
次

に

保

臉

料

：一 

ビ
利
合
と
の
關
係
を
示
し
、
最
後
に
利
す
步
合
に
' 

及

ぼ

す

手

數

料

の

影
M
に
論
及
せ
ん
V
J欲
す
。

H

純
利
子
步
合 

0
A
y
じ
資
金
の
貸
借
に
何
等
の
借
臉
を
律
は
す
旦CV 

何
等
の
手
數
を
要
せ
す
ご
せ
ば
、.
贷
付
利
子
は
勿
論
何 

等
の
保
險
科
又
は
丰
數
料
を<̂

n

ま
ざ
る
可
く
ト
從
ウ
て 

其
の
利
乎
は
純
利
子
ビ
*
し
、
其
步
合
を
純
利
子
步
合 

ご
名
く
る
を
妨
げ
ざ
る
可
し
。
而
し
て
此
の
純
利
，子
步 

合
は
資
金
の
需
用
额
ご
供
絵
额
ご
が!

政
す
る
點
に
於 

て
足
ま
る
も
の
に
し
て
-
0
0
^〕

货
物
の
.市
僧
が
其 

貴
物
、

の
！！

用V

し
供
給W

が1

致
す
る
の
®
に
於
て
定
ま 

も5̂0

同

一

な

ご

す

。
、A
"
假
リ
に
此
理
を
明
示
す
る
爲

.' :

i:.-'--.
い-
:
-
........;.

....

....;,•. 

y
, ぃ
 

' / 

. ■.
、.

.-.

I

供
給
が
正
反
對
じ
加
す
る
を
®

ど
.
な
ず
ビ
同
じ
‘く
、
 

貸
付
利
.子
步
合
の
上
騰
す
る
に
從
ひ
霄
金
の
需
用
は
右 

表
に
示
す
が
板
く
減
少
し
、
供
給
は
却
つ
て
墙
加
す
可 

し
。
而
し
て
或
る1

i

此
の
時
に
於
て
は
一
究
の
步
合
を 

以
て
需
用
せ
ら
る
、
資
金
の
额y

し
供
給
せ
ら
る
、
額
，じ 

が
> 1

政
す
る
こ
ビ
あ
ろ
可
し
。
前
表
に
於
て
は
此1

政 

點
を1

不
す
步
合
は
五
分
な
◊
 

す
。
資
金
の
需
用
’と
供 

給
？
が
1

政
す
る
狀
態
を
^̂
線
を
以
て
示
せ
ぱ
下
の
如 

し
◊
.

第
，

1

圆
に
示
す
が
：如

く
"
需
用
ご
供
給
ビ
は
A
に
於 

て

！
致
せ
る
が
"

A
c
k
:
J
^
J

き
B

O
は
需
用
供
給
の 

1

政
す
る
利
子
ホ
合
の
高
さ
を
示
し
® 

A 

B
,
に

均

し

き 

C

P
は
其
：需
用
並
に
供
給
額
を
表
は
す
も
の
な

き

 

す
。刺

子
步
合
法
定
の
法
則
を
詳
解
す
る
に
は
更
に
此
點 

ょ
6
進
ん
で
資
金
の
®
用
ご
供
給
‘

W

が
何
故
に
利
子
步 

合
め
騰
落
に
'從
ひ
て
反
比
例
に
權
動
す
る
も
の
な
る
か
ッ 

耳
つ
特
楚
の
刺
子
步
合
、'
:例
へ
ぱ1

割
を
以
て
何
故

(

冗
-七
ニ
雑
錄
货
付
利
す
ホ
☆の解別
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第

十

ね

$
七
ニ) 

0

 

0

贷
付
利
子
步
合
.の
-解
剖

,

-

五
.千
萬
圆
：の：

W
用
.ご

，一
億
：
五

千

蔣

間

の

供

給

VJ:

を
生
ず 

る
か
を
說
明
す
る
を
要
す
え
も

.

の
な
れ
と
も
、
紙
面
の 

都
合
に
依
-
て̂
本
論
じ
於
て
は
此
解
說
を
省
略
じ
、
之

を他
！！！

に

譲

る*
し
し
ゾ
せ

>
C
N

 

0 ':'

' 

m

保
險
料s；；

貧
付
利
子
步
合.

，
 

前
節
に
於
て
教
人
は
何
等
の
借
臉
又
は
1|
^
,
數

を

伴

は
 

ざ
る
®

借
の
农
在
を
假
足
し
て
K,
其
别
子
歩
合
が
如
何 

R
定
ま
る
も
の
な
る
か
を
：略
述
せ
し
が
"
斯

く
の
如

き 

全

然
確
實
な
る
貸
借
が
赏
際

に
行
は
る
、

こ
i
な
.
は̂ 

技
に
嘴
々
す
る
を
要
せ
ざ
る
所
に
し
て
、

に 

近
植
せ
る
®
借
看
傲
し
得
る
ぱ
英
國
のIV

ン
ソ
ル
公 

愤
ぁ
る
の
み
"
他

は

借

多

少

の

^
^
^
臉
を
作
は
ざ

 
る

こ

ビ 

.な
き
の
み
な
ら
す
、
時
ご
し
て
其
危
臉
が
頗
る
著
し
き

-I 

M
A

す
る
に
努
む
る
.を
か
て
',得
策
-
^
;す
る
こ
i
あ
り
◊ 

假 

5
に
I
危
險
の
雅
廣
を
機
準
£
し
て
、
贷
付
金
を
大
別 

せ
ぱ
、
最
も
安
全
な
る
も
の
、と
し
て
は
先
づ
公
債
を
舉 

义
巧
く
、
次
に
商
業
手
形
"
社
債
、
最
後
に
個
人
問
の
. 

贊
借
め
順
序
な
ら
ん
も
、
此
四
稱
の
®
借
は
各
々
他
®
 

の
貨
借
i
危
險
の
雅
度
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
す
、
を 

種
內
に
於
て
も
危
臉
の
殺
度一

樣
な
ら
中
0
例
へ
ぱ
、 

同
じ
く
公
償
ご
云
ふ
も
、
餓
別

'に
於
け
る
焚

'

.

こ

ご

4
^
,

 

f

p

て

力

氏

が

其

近

業E
s
s
a
y
s

 

in

Social 

Justice 

(

ぱarvard 

University 

Press, 

lo 1
5
)

1

i
f
w
o
A
K
に
於
て
論
じ
れ
る
が
加
く
，
資
金
を
®
付 

く
る
に
當-OS

て
商
串
の
利
子
步
を
收
.め

ん

ご

腐

心

.す 

る

よ

ね

は

寧

ろ

收

の

安

全

な

な

方
W

に

資

金

を

贷

與

險
$

の
.

最
r

f

r

だ
し

獨
"
米
の
國
債
の
如
く
危
臉
の
少
き
も
の
ビ
險
洲
金
融 

市
®
に
於
け
る
東
洋
並
に
商
米
諸
國
の
公
愤
の
加
く
危 

險i
f

を
高
ぐ
見
積
ら
る
\
も
の
、

/J

あ
b
。
又
商
業
手
形 

中
に
於
て
も
、振
出
人
、裏
書
人
の
信
用
の
稀
度
に
依
り 

て
利
子
步
<ロ
を
異

に

せ

-
^
。去
月
十
五
n
に
於
け
る
來 

京
市
中
の
商
業
手
形
糊
引
に
對
す
るHI

步
は
®

® ,1

錢 

1
1

厘
に
し
て

"
最
高1

錢
七
厘
な
.

0
.

し

i
。

⑩
報 

其
差
實
に
四
割
以
上
な
り
。
社
愤
も
亦
愈
®
の
信
用
の 

如
何
に
依
り
て
利
子
步
合
を
異
に
せ
り
。
さ
れ

ど
、
M

I

全

な

る
®

金
の
步
合
は1

割
め
外
な
れ
ど
も
信
用
の
薄 

弱
な
る
者
に
對
す
る
貸
金
の
利
子
步
合
は
二
割
を
®
す 

こ

、/し
稀
な
-
^
と
せ
す
。
要
す
る
に
*

^1

足
の
時
、
.並
に 

シ5
^

の
場
所
に
て
行
は
る
、
各
稱
の
贷
借
問
に
於
け
る
，
 

の
み
な
ら
す
、
同

1

の
贷
主
が
異
れ
る
借
手
に
對
し
て 

贷
與
す
る
資
金
の
利
子
步
仓
が
時
マ
し
し
て
は
叢
し
き
差 

を
示
す
は一

部
分
愤
務
者
の
信
用
殺
度
の
如
何
に
依
り 

て
览
ま
る
も
の
に
し
て
"
債
權
者
が
貸
忖
に
就
き
て
自 

己
の
負
ふ
危
臉
に
對
し
て
保
險
料
を
徵
牧
せ
る
の
事
實
. 

を
瞪
明
せ
る
も
の
な
り
i

す
。
借
竿
が
往
々
提
供
す
る 

懷
保
が
此
危
臉
粋
度
を
低
下
じ
て
"
從
つ
て
利
乎
步
合 

を
引
下
ぐ
る
の
錯
娘
を
^
^
す
る
は
級
に
赞
言
す
る
の
要
.

ぶ

"
も 

1V

擔
f

利
ず
I

と

の

開

係

ベ

は

服

雙1

 

ろ
力
る
-

n

し

胁

氏

费『

銀
行
照
論J1

殷
千
律
、'娘
十
5

並
：

.
1

第

+ 
ニ許ぃ

. 

.

'

斯
く
の
如
く
總
て
の®

®
に
は
あ
隙
を
伴
ひ
"
從
ウ 

て
®
付
.别
子
#
.合
は
保
臉
料
を<̂2

む
も
の
な
る
が
"
吾 

人
が
次
に
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
は
利
子
步
金
ビ
此
保
臉 

料
と
の
ま
量
的
關
係
並
に
資
金
の
雷
用供
給

，じ
.及
ぼ
す

娘
十
卷

(

五七一

ニ)

雑
錄
货
付
利
步
合
ゆ
解
剖

保
險
料
の
影
響
な
、VO,
す
"
而
し
て
此
旧
係
を
弗
明
す 

' 

て
特
菩
人
化
法
意
を
要
す
る
こ
と
，は
®
付

利
子
步
合
に
包
せ
ら
る
\
此
保
敝
料
は
懷
務
激
の
所 

得
ど
な
る
可
き
も
の
に
非
す
し
て
、
純
利
涉

<11

の
み 

ズ

.
が
.償
務
卷
の
純
所
得
お
る
を
以
て
、
.縱
ブ
糊
"

！
一

割 

の
保
臉
料
を
徵
收
す
る
際
：に
於
て
も
*
資
金
の
供
給
を 

左
右
す
る
は
總
利
步
合
に
非
す
し
て
，
其
ホ
ょ
り
保 

，險
料
を
控
除
せ
る
残
額
，
即
ち
純
利
子
な
る
に
反
し
" 

債

務

卷

の

立

脚

地

ょ

-
-
之

を

觀

れ

ぱ

、

資
金
の
贊
惜
に 

對
し
て
支
挪
ふ
督
料
は
此
純
利
子
の
‘み
に
非
す
し
て
、

\

保

臉

斜

を

み

た

る

總

利

子

に

外

な

ら

ざ

る

を

以

て

、

™
資
金
のS

i

用
を
お
右
す
る
も
の

も

從

，
つ

て

此

總

利

子

な
.： 

る
の1

事

な

す

。

今
此
理
を
明
か
に
す
る
健
め
、
 

前
節
に
於
て
用
ひ
じ
表
を
®
張
し
て
左
の
如
く
之
を
財

m
せ
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お
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余
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3
全
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時
の

供
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圓
 

三

千

商li 

六

宁

取
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七

千

肌

八

千

称

M

九

千

.欺
：圓

1

億
，
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®
 

i

億
千
ほ
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1

億
ニ
千
巧
圓 

1

億
H

千
i

 

i

億
m

ネ
热
圓 

i

億

モ

巧

圓 

ニ

傅

H
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四

，
^

圆

ム

ハ

低
0 

■

危
臉
傘
二
分
と 

看
做
$

、
と 

さ
の
俳
.拾
額

0 

;

0 0 

0

 

,

0 

;

六

千

ぉ

圓

.七

千

巧

圓

八

モ

取
®

'九
.千
，
廣
圓

1

.
億

圓

，

I
億
千
菜
圓

1

億
ニ
千
腐
圓

1

億
三
モ§

1

億
A

千
i

n
i

億
八
千
お
圓

義

‘奉

i
.

t

 

低

-

組
パ
.
.
.
‘
.
.
.

：.
：..，九
億
ニt

f
-

英S

:

,

V
,
熟
则
雜

,

s

i

(
4
.の
供
.粉
辨

.
G

:

-

0 

U 

00 

;

:

0 

.

000六
T 
.蹄
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M

 

七
：千

巧

圓
.. 

八
千
.
巧
圓
.，

九

千

.腐
-面

'

1

億

六

千

海
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3

億

0 

‘

:耳
、
；億
./-域
ン
, 

,

ル
億

£

モ
i
s
S

捉

.

.
,
.
.

ニ
ハ
0

)

危
隙
辦
八
分
と 

C
さ
が
供
給
額 

06000

-
0

0

0ム
ハ
干M 
0

七

千
.

两

圓

，

ニ
億
八
！

四
億
五{f-

取
圆\

I
I

.

:

右
.表
ホ
第.f:

棚
ハ
"
.第
ニ
棚
並
：̂
第
s
f
f
l
は
前
節 

げ
れ
る
利
キ
渉
合
表
を
其
儘
轉
載
せ
ね
-
^
'の
に
し
て
V
- 

第
3
棚
は
货
借
に
何
等
危
險
を
伸
はV

v

る
場
合
に
於£

 

. 

る
資
金
の
供
給
額
を
示
す
も
の
な
る
れ
、‘
第
®
欄
は
總 

て
の
货
借
が
群】

構
の
借
臉
を
件
ふ
ご
假
定
じ
、
其
货 

付
步
合
が
總
て
の
揚
合
に
於
て
.

1.1

淡
の
保
臉
料
を
め 

る
條
に
於
け
る
資
金
の
供
給
额
を
ま
は
せ
る
も
の
な
b 

前

表

に

示

す

如

ぐ

-
^
此
際
に

於

て

は

利

子

步

合 

が11

分

以

下

な

ら

ぱ

、
資

金

の

供

給

借

無

な

ゥ

。
：•
蓋
し 

此
職
總
て
の
場
合
に
於
て
货
主
は
純
利
子
以
外
に
二
分 

の
保
臉
料
を
徵
收
す
を
も
の
な
れ
總
利
子
が
.

11

步 

以
下
に
て
は
純
利
子
は
普
無
ざ
な
る
，の
み
な
ら
す
も
却 

ジ
て
'差
引
貸
金
が
借
主
に
純
利
モ
を
提
供
す
る
の
結
果 

を
禁
す
る
に
ぎ
；も

こ

'XJ

あ
&
可
き
を
以
て
な
ぢ
。
さ
れ 

と
、：

贷
仲
利
1
^
.が
1
1
1分
な
ら
ぱ
广
4
千̂
蔣
脚
の
供
給
.
 ̂

生
ホ
可
し
。’
如
何
ど
な
れ
ぱ
、

セ

1

分
の
保
臉 

料
を
按
除
す
れ
ぱ
クT

分
の
純
利
子
を
殘
ま
す
も
©
な 

る
が
>
:
.前
飾
に
於
：

&

一
を
吾
入
の
.假定.
に
依
純
利

'

第
十
卷
.

〜

S
七
五)

' / 雜
： 

'
.
錄
.
.：
贷
付
利
！̂
傘
合
の
解
剖
. :

子1
.

#
 Li

て
は
ふ
ハ
：千
®
個
の
：：供

給

み

.る
可
き
を
ぶ
て
な 

り
力
，次
U
同T

の
®
由
に
依
り
資
特
利
子
0
分

な

ら

ぱ 

七
千
萬
圓
、
五
分
な
ら
ぱ
八
千
萬
圓
、
六
分
な
レ
ぱ
九 

千

圓

-
七
分
な
ら
ぱ1

億
圓
の
供
給
あ
*
ご̂
す
。
然 

ら
ば
、
何
分
の
利
子
の
下
に
資
金
の
需
給
が
一
致
す
可 

さ
か
。
前
述
の
如
く
、
資
金
の
霜
要
を
左
右
す
る
は
®
. 

付
利
子
步
<ロ
其
物
に
し
て
ゾ
其
中
に
保
臉
料
を
纖
何 

む
か
は
毫
も
需
用
に
影
響
を
及
ぼ
.さ
ト
る
も
の
な
る
を 

以

て

"
兹

に

假

定

す

る

如

い

維

令

利

子

步

余

が

ニ

步

の 

保
險
料
を
色
も

 

> 資
金
の
需
用
は
依
然
、じ
し
す
錢 

る
こVJ

な
く
"
*矢
張
-
因̂
分
に
て
は
一
億j

千
离
圓
、

' 

五
！：̂
に
て
は
一
億
圓
>
:六
分
に
て
は
、九
千
萬
圓
の
需
用 

あ
る
可
し
。
.若

し

果

し

て

然

ら

ぱ

"

一
分
の
保
臉
料
が 

徵

收

せ

ら

る/
'場
<ロ̂
に
は*
利
子
步
六
分
に
七
®
ま 

る
可
し
。
如
何
ご
な
れ
ば
"
六
分
に
て
資
金
の
用
ご 

供
給
が1

政

す

る

を

以

て

な

-
^
。

第
五
棚
は
貸
付
利
子
涉
金
が
六
分
の
保
臉
料
を
4
Mめ 

.，&
ご

せ

も

墙

<1：

に
於
け
る
資
金
の
供
給
額
を
示
す

鶴S

號
.

.1-:ハ
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雜
：

0

.
贷
仲
.利
.キ
♦
仓
め
解
剖

■ 

、

'

も
⑧
な
も
が
、
上
述
の
趣
由
.
じ

依

ゎ

、

六

分

以

，下

に

：
を 

ぱ
資
金
め
供
給
皆
無
に
て
、
：
利
步
合
は
八
分 

> 即
ち 

資
金
の
翁
用
供
給
の
.，

t

致
ホ
る
點
じ
於
て
あ
る

.

可
--3

,
 

第
六
糊
ぱ
§

率
が
八
分
な
る
際
の
供
給
を
翁
ホ
の

に
レ
て
、
此
.堤<

n

に
於
て
は
利
子
.步
入
口
は
九
分
‘
に

定
ま

る
可
し
，？
：
 

--. 

\-,7Jk.r 

:

.

.

.

:

斯
く
の
如
く
、.货
俄

W

が

港

干

の

保

臉

料

を

め 

る
.場
命
に
於
け
S
資

金

辦

給

の

獻

係

を

纖

以

て

示
 

せ
ぱ
下
の
如
し
。.レ

'に
，.：
も

：
：.，

,
.鶴
1
‘1圆
中

 ̂

は

利

子

步

金

が

保

臉

條

を

む

ご

，否

ビ
を
間
は
す
、
總
て
の
®
合

は

於

け

る

資

ル

！g
Bを

示
し
* 

S 

S
は
利
子
合
が
.保
險
料
を
を
ま
ざ
る
際，12

於
け
る
供
給
を
お
は
し
、
此

雨

線

の

ま

叉

®
、
即
ち

A
は
需
給
の
.

.1

政

：̂
る

處

に

し

で
Q

Bは
化
殺
に
於

て
定
ま
る
利
子
步<n

を
示
し
ト
O

C
は
貸
昔
領
を
表
ょ

す
は
前
號
に
於
て
說
明
せ
レ
所
な
る
が
、
：か

れ

は

货

付

.利
子
步
<ロ
が
港
干
の
.保
臉
料
.
合̂
む
場<n

に
於
け
を
供：

. 

綺
を
示
も
ソ
‘
‘
v 

‘

は
此
際
に
於
け
る
辯
給
：.の
.！，
敬
點
を
表
.‘

i

域

M
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ニ

圓)

子

は
し
、
.
.
0 

^
は
利
子
か
合
ハ
：
.
0 

a
ぱ

®
借

額

'
^

」

稍

示

す
 

る
も
の
な
-

CN

ざ
す
。
，

さ
れ
ぱ
、
H
中

に

於

，で
明
示
せ
る
が
.如
.

ぐ
**"'

利
子
步 

合
ょ
保
險
料
を
ま
ざ
る

W

ぎ
ょ
b
も
<̂
?む
き
の
方 

高
く
" 

X贷
借
额
は
之
に
反
し
て
稍
減
少
す
る
も
の
な 

b
ぱ
す
®
. 

. 

.

S

手
數
料
と
貸
付
利
子
步
合 

前
號
に
於
て
論
述
せ
る
貸
付
利
子
步
合
は
貨
付
に
何 

.
の
平
數
を
要
ざ
る
も
め
ビ
假
定
せ
ふ
場
合
に
定
ま
る 

も
の
な
る
が
*
既
.に
上
义
に
て
略
述
せ
る
が

如
く
、
貸 

借
に
は
貸
主
に
於
て
必
や
條
何
か
の
手
數
を
要
す
る
も 

の
な
れ
ば
"
菩
人
は
兹
に
其
竿
數
に
對
.レ
て
®
主
が
要 

农
す
る
^
^數̂
料
ご
利
子
步
合
ご
の
脚
係
を
說
明
せ
ん
と
. 

欲
す
。
此
貸
#
の
系祭
..

を
も
.の
は一

抵
當
物
件
の
有
無
：a 

又
は
其
性
質
*
資
金
敬
愛
：

2

伴
ふ
#

#
の
難
易
、
$
 

徵
牧
の
廣
數
並
に
'難
易
、
’
 

を
收
績
の
難
思
等
じ 

依

レ
'
頼
f
f
i.の

差

著

し

き
も
：の

な

れ'ま

總§
g

的

に

之 

を
論
す
れ
ば
、ぃ
此
手
數
ホ
挺
求
せ

S
る
手
數

あ
ト
资
へ
冗
七
-
^

)

維

0

货
付
利
子
步
仓
の
解
剖

料
の
高
®
は
®
付
金

#
の

參

媒

並

.
じ

贷

付

别

叫

の

换

紐
 

V >

衣

-

i ：N

て
定
ま
る
.も
の
な
.

CVVJ
云

ふこ
*/

し
を
得
可
し
，

蓋
し
貸
：̂
2
:の
，币
數
は
：金
額
の
大
少
能
に
，®£

5^

の
長
ザ
に

灰
シ
て
多
少
の
®

庭
あ
る
可
き
は
免
る
、
能
は
ざ
る
所

>

.

な
れ
ど
も
、
之
ビ
正
比
例
に
增
加
せ
ざ
る
は
明
か
な
る

を
以
ズ
* 

.金
額
多
け
れ
ば
多
き
雅
元
金
に
尉
す
る
乎
數

i

料
の
率
低
く
"
又
期
間
畏
け
れ
ば
摸
き
丈
け
同
じ
く
此

一
率
低
か
る
可

し
0

而
し
.て
⑩

竿
數
料
は
海
，年

徵

收

せ

ら

る

\
利

子

步<：!

の

一

部

，ゼ

-
4
,

て

要

求

せ

、
ら

る

\

ビ

き
タ

f

レ
V

货

借

契

終

の

I

際
一
時
に
.要
求
せ
ら
.る
、
ど
き
、じ
あ

b

。
.我
國
の
利
子

\

制
限
法
に
於
て
契
約
？
步きぱ

一.
制
限
ホ
.る
際
に
、
元
金
西
圓
以
下
は
ギ
二
割
*
百
圓
以

\

上
千
圓
以
下
は
一
割
五
，巧

千

圓

以

上

は

I

割1
1

分
を

.ゾ
想
過
す
可
か
ら
す
ど
规
楚
し
て
,
元
金
の
多
寡
に
依
&

て
利
子
涉

八：：

の

制

限

に

等

差

を

設

け

し

一

理

ぬ

は

贷

#

金
額
の
多
激
に
依
ガ
て
丰
數
料
の
率
を
異
に
す
る
事
情

を
顧
，®

し

爲

め

な

る

！
^
:

ル
：*t:

又
日
本
®

業
鎭
行
の
昨
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六
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瞭
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.，次
に
貸
付
斯
間
の
長
短
に
依
れ
てHf

數
料
率
が
影
響
す
る
危
險
多
き
を
以
’
T

,1:

方
に
於
て
は
手
數
料
率
減

を
蒙
れ
々
絶
ウV

货
付
刺
子
步4

2

じ
等
差
：を
生
や
る
の
少
ず
る
ぐ
同
時
：
ハ.：他
方
於
ズ
は
保
險
料
播
ネ

斯
货
を
實
例
に
依
り
て
歌
明
す
る
は
f
f
iる
困
難
な
ら
ご
が
爲
：め
に
、
長
斯
の
，

®

付
步
合
は

®

彻
.の
W

付
廣
八

2

ょ 

す
。
如
何
ぐい-?̂'

れ
，ば

、'、長
W
の
貸
付
は
元
金
.同
收
に
'

W
ら
もJnE ：

率io ：

な
る
結
果
を
生
す
る
を
以
て
也
。
さ
れ
と

の
必
要
あ
る
を
以
て
、
此
‘©
域
.に

對

し

て

商

率

の

•ず

戯 

'辨
：

も
ホ
'
齋̂

の

か

*
-
^
, 

.. 

V 

. 

次
に
®
借
.契
約
の
隙
にT

時
に
授
受
せ
ら
る
V
、ト
數

，手
數
料
：̂
報
期
の
貸
付
に'於

，で•如

何

：.じ.利
項
，#
合
に
嵐 

し
ヤ
影
響
を
及
ぱ
す
& 

.
の

な

る

か

は

所

謂V

し
稱
す 

.る
貸
借
に
之
を
徵
す
れ
ぱ
最
も
明
瞭
な
る
可
し
。
日
貸 

.は：1,

圓T
1

圓
ビ
云
ふ
が
如
ぎ
少
額
の
資
金
を
短
期
間
貸 

-與
す
る
も
の
じ
し
て
"
之
に
對
し
て
例
へ
ぱ1

圓
に
付 

キ
日T

錢
云
ふ
が
如
き
高
傘
の
利
子
を
徵
收
せ
る
が 

1

圓
に
付 

一錢め利息は年利

W

十
六
割
.五
分
に 

.相
當
せ
b
。
さ
れ
ビ
、
此
法
外
な
る
利
子
は
勿
論
全
部
決 

し
て
純
利
率
！
看
做
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
な
レ
す
0 

,

-

如
何
に
冷
酷
極
ま
る
高
利
貸
：

30

雖
も
、
2
十
六
割
の
利 

.子

を

强

要

：す

可

し

*

と
は
"
吾
人
の
想
像
す
る
こ.

V

能
.は 

'ざ

る

所

：じ
し
て
、
實

は

其

大

部

分

は

保

臉

料

並

に

'ポ
數 

.科
じ
し
て
徵
收
せ
ら
る
：̂
も
の
な
わ
"，M

仏
0
貸
の
融 

通
を
受
く
る
者
は
債
務
辨
濟
.の
力
甚
だ
微
弱
な
れ
ぱ
、一

C 

.高
き
保
臉
料
ど
要
求
す
も
は
已
む
を
得
ざ
る
こ5̂

3

，に
し 

' V,

ジ
旦
0 

0贷
.の
利
子
は
每
日
之
を
徵
收
せ
.ざ

れ

ぱ

滞 

納
じ
な
る
め
虞
ぱ
あ
れ
ぱ
ン
貸
生
は
旧
々
：债
務
者
お
部 

浦

じ

豫

利

子

を

徵

收
^
る̂
榜
ら
其
の
行
動
お
避
視
⑧

：
^

.
0
.
$ 

(

五
七
九)

‘
‘嫌
.

0

\

贷
#
判
キ
ホ
合
か
解
剖

料
が
貸
主
に
依
か
て
徵
收
せ
ら
る
こ
ご
、
仲
介
者
に 

衣
-

Os

て
周
旋
料
ビ
し
て
徵
收
せ
’ら

る

、

こ

ご

、

わ

レ

® 

貸
生
の
要
求
す
る
手
數
終
ね
又
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